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平 成 ２４ 年度 第７回 理 事 会 次 第 
 

 

１．開   会 

 

２．報 告 事 項 

 

1．2013年大会準備報告 

・全体の状況（投稿、出展） 

・緊急セッション： 隕石  【田近、新井＠気象協会】 

・NASA-JAXAの特別セッションの準備状況 

セッション, special lecture, reception 

・アウトリーチ企画 

・展示 NASA-JAXA 

2．委員会報告 

・大気水圏科学セクション サブセクション制導入について 

・総務委員会 共催・協賛・講演の承認について 

3. その他  

・事務局員採用状況 

 

３．審 議 事 項 

 

第 1号議案 連合新ジャーナルの経過と今後の予定について  

      （名称の再検討、出版社との交渉、編集・運営委員会等の体制） 

第 2号議案 2014年大会の会場、および 2015年以降の会場および大会参加料、投稿料の

値上げについて 

第 3号議案 公益社団法人第 3期（平成 25年 4月-26年 3月）事業計画書 

第 4号議案 公益社団法人第 3期（平成 25年 4月-26年 3月）予算書  

第 5号議案 平成 25年度定期社員総会 開催日程・議題・事前送付書類確認 

第 6号議案 平成 25年度代議員選挙・セクションプレジデント選挙         

      （日程確認、選挙管理委員会・役員候補者推薦委員会選出） 

第 7号議案 会員（正会員）入会承認の件      

第 8号議案 日本地球惑星科学連合調達実施規則（案）調達実施運用基準（案） 

第 9号議案 2014年 AOGSに向けた取り組みと方針  

第 10号議案 宇宙政策委員会、に関する声明     

第 11号議案 「(仮称)地質・地盤情報活用協議会」の設立への協力依頼 

その他 

   ・大学における数学教育のアンケート 

   ・労働契約法改正について 

   ・サイエンスセッション以外の集会 

 

４．閉   会 

 

 

  



（資  料） 
・平成 24年度 第 6回理事会議事録 （別添資料 1） 

 

 報告事項 

1. 2013年連合大会準備報告  

  大会当日主な日程（確定分）  ・・・・・・・・・・・・・・ 

  セッション別投稿状況  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

展示申込状況      ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

緊急特別セッション概要  ・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2013年連合大会 NASA関連企画  ・・・・・・・・・・・・・ 

サイエンスセッション以外の集会申込み ・・・・・・・・・・ 

海外研究者・同伴者用企画  ・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

P 1-2 

P 3-5 

P 6-7 

P 8 

P 9 

P 10 

P 11 

2. 委員会報告 

総務委員会 平成 24年共催・協賛・後援等一覧 ・・・・・・・・ 

 

P 12 

 

 審議事項 

1. 連合新ジャーナルの経過と今後の予定について ・・・・・・・・ P 13-16 

2. 横浜パシフィコ会場図・見積書詳細   ・・・・・・・・・・・ 

値上げシミュレーション案  ・・・・・・・・・・・・・・・・ 

P 17-31 

P 32 

3. 4 平成 25年度事業計画書・予算書（平成 25年度定期社員総会配布予定） 別添資料 2 

4. 平成 25年 2月 28日現在正味財産増減計算書  ・・・・・・・・ 

       （平成 24年度対予算） 

P 33 

5. 公益社団法人日本地球惑星科学連合第 2回定時社員総会について  P 34-41 

6. 公益社団法人第 1回代議員選挙・セクションプレジデント選挙  P 42-43 

7. 

 

平成 24年度会員数 推移  ・・・・・・・・・・・・・・・・ 

平成 24年 12月～平成 25年 2月度 入会会員 個人会員 ・・・ 

P 44 

P 45-51 

8. 日本地球惑星科学連合調達実施規則（案） ・・・・・・・・・・ 

調達実施運用基準（案）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

P 52-53 

P 54 

9. 平成 25年 2月 3日開催 国際対応・会場・値上げ課題検討会議事メモ 

AOGS2014 LAC  メンバー    ・・・・・・・・・・・・・ 

P55-56 

P 57-58 

10. 「平成２５年度宇宙開発利用に関する戦略的予算配分方針のフォロー

アップ（案）」に関する意見   ・・・・・・・・・・・・・・・ 

P 59-62 

11. 「(仮称)地質・地盤情報活用協議会」の設立への協力依頼書 ・・ 

  〃  回答書・設立会議開催案内・協議会規則案  ・・・・・ 

P 63-64 

P 65-67 

12. 大学における数学教育のアンケートについて ・・・・・・・・・ 別添資料 3 

13. 労働契約法改正に関する資料  ・・・・・・・・・・・・・・・ P 68-70 

14. サイエンスセッション以外の集会申込み ・・・・・・・・・・・ P 10 

 

 その他の資料 

 規則集 別冊 

 



2013年大会関連 主な日程 

 
--------------------- 

*大会までの日程* 

--------------------- 

3月 13日 大会セッションコマ割確定 

3月 中旬 アルバイト募集開始 

3月 下旬 会合申込受付開始 

3月 28日 投稿採否，発表日時通知 (投稿者・著者・発表者，座長) 

4月 10日 大会プログラム・日程公開（予定） 

5月 07日 事前（割引）参加登録申込締切 

     ※締切後，会員登録・変更システム休止(6/30まで) 

5月 10日 予稿原稿公開 

5月 19日～24日 連合 2013年大会 

     学協会長会議（5/22 13：00-14：00）時間変更 

     社員総会（5/22 18:30-19:30）【要確認】ポスターコアタイムとの調整 

 

 

--------------------- 

*セッションコマ日程* 

--------------------- 

AM1  9:00-10:45 

AM2 11:00-12:45 

PM1 14:15-16:00 

PM2 16:15-18:00 

ポスターコア 18:15-19:30 

 

 

--------------------- 

*大会当日の主な日程* （3/7現在） 

--------------------- 

5月 17日（金） 

 17：00 事務局移動 

 

5月 18日（土） 

 09：00-15：00 受付設営 

 13：00-17：00 教育問題検討委員会主催の地学教育に関するシンポジウム  

 15：00 LAN設営 

 15：00-18：00 出展者 搬入（一部設営） 

 17：00-19：00 事前受付 

 

5月 19日（日） 

 07：30 アルバイト出勤開始 

 08：00-10：30 出展者設営 

 08：00-17：00 大会受付（参加者、高校生セッション、出展者）（17：00以降事務局対応） 

 18：30-20：00（予定） アイスブレーカー 2階 

 18：30- 全国地球惑星科学系専攻長・学科長懇談会 

 ・プログラム関係 

  O-01:防災教育－災害を乗り越えるために私達が子ども達に教えること２ 

  O-02:高校生セッション 

  O-03:地球・惑星科学トップセミナー 
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     「地球生命誕生物語」高井 研、 

「太陽活動と地球環境への影響」常田 佐久 

     「暗色化するグリーンランド氷床～氷河を解かす不思議な微生物」竹内 望 

  O-04: イクメンプロジェクトと科学者のワーク・ライフ・バランス 

   

5月 20日（月） 

 09：00-15：30 東京ツア 会場前出発、到着 

 18：30- 理事会 

 スペシャルレクチャー  

宇宙惑星科学 「太陽でスーパーフレアは起きるのか」柴田 一成 

 ・プログラム関係 

  O-05：日本のジオパークー新規ジオパーク公開審査とジオパークの紹介ー （AM1-PM3 IC） 

  P-PS33：緊急特別セッション ロシアの隕石落下：地球への小天体衝突リスク （PM4 IC） 

 

5月 21日（火） 

スペシャルレクチャー  

地球生命科学 「地球で生まれ、地球が育てた生命」掛川 武 

 

5月 22日（水） 

 13：00-14：00 学協会長会議 

 18：30-19：30 社員総会 ⇒【要確認】ポスターコアタイムとの調整 

 19：45-21：30 内部レセプション 【実施するか日程とあわせて要確認】 

 スペシャルレクチャー  

   固体地球科学「ヒメダイヤ： 超高圧地球科学のスピンオフ」入舩徹男 

・プログラム関係 

U-05：地球惑星科学の進むべき道(5):大型研究のありかた （AM1-PM3 IC） 

U-04：オープンアクセス電子ジャーナルと学術出版の将来 （PM4 IC） 

 

5月 23日（木） 

 19：00-21：00 NASAレセプション （マンハッタンホテル） 

  スペシャルレクチャー  

   大気水圏科学「未定」Jack KAYE 

・プログラム関係 

  U-01：International Cooperation in Earth Planetary Science Project 

 

5月 24日（金） 

 14：30-16：30 出展者撤去 

 17：00-19：00 受付撤収 

 スペシャルレクチャー  

   地球人間圏科学「地球人間圏科学における問題の理解と解決－福島からの報告－」近藤昭彦 

・プログラム関係 

  セッション PM1（16：00）で終了 

 

 

--------------------- 

*日程未定項目* 

--------------------- 

 

・ユニオンセッション（U-2,U-3,U-4）プログラム調整中（3/12に確定） 

・内部レセプション 【実施するか日程とあわせて要確認】 
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国際 ＩＤ SessionTitle 口頭 ポスター 投稿数計 コマ数

★ U-01
International Cooperation in Earth Planetary Science Project - Centering on NASA-
JAXA Joint Project- 12 0 12 4

★ U-02 Global Data Sciences in the Big Data Era---Global Data Management and System 20 3 23 4
U-03 生命-水-鉱物-大気相互作用 17 7 24 4
U-04 オープンアクセス電子ジャーナルと学術出版の将来 6 0 6
U-05 地球惑星科学の進むべき道(5):大型研究のありかた 6 6 12 4
U-06 地球科学者の社会的責任 17 1 18 4
U-07 太陽系小天体研究の新展開 27 10 37 4

105 27 132 24
O-01 防災教育－災害を乗り越えるために私達が子ども達に教えること２ 5 0 5 2
O-02 高校生によるポスター発表 0
O-03 地球・惑星科学トップセミナー 3 0 3 4
O-04 イクメンプロジェクトと科学者のワーク・ライフ・バランス 6 0 6 2
O-05 日本のジオパークー新規ジオパーク公開審査とジオパークの紹介ー 3

14 0 14 11
★ P-PS01 Toward future explorations of outer solar system 14 4 18 2
★ P-PS02 Planetary processes from meteorites and experimental works 14 5 19 3
★ P-PS03 Rotational motion and inner dynamics of the Earth, Mars and Moon 13 5 18 2
★ P-PS04 Mars 11 6 17 2

P-PS21 惑星科学 36 22 58 5
P-PS22 来たる１０年の月惑星探査に向けた構想と戦略 20 0 20 2
P-PS23 月の科学と探査 25 16 41 4
P-PS24 隕石解剖学: 太陽系物質の総合的理解に向けて 30 6 36 3
P-PS25 宇宙における物質の形成と進化 15 1 16 2
P-PS33 ロシアの隕石落下：地球への小天体衝突リスク 1

★ P-EM05 Space Weather 41 15 56 6
★ P-EM06 Mesosphere-Thermosphere-Ionosphere Coupling 37 4 41 5
★ P-EM07 Earth's Dynamical Inner Magnetosphere 27 5 32 4
★ P-EM08 Space-borne imaging observation of the upper atmosphere 11 3 14 2
★ P-EM09 Lightning, TLEs and their Atmospheric Effects 13 3 16 2

P-EM26 太陽圏・惑星間空間 11 4 15 2
P-EM27 宇宙プラズマ理論・シミュレーション 17 14 31 3
P-EM28 磁気圏-電離圏結合 17 16 33 3
P-EM29 大気圏・電離圏 23 26 49 3
P-EM30 磁気圏構造とダイナミクス 18 4 22 2

★ P-CG10 Instrumentation for space science 15 10 25 2
P-CG31 惑星大気圏・電磁圏 28 13 41 4
P-CG32 太陽系年代学の新展開 13 2 15 2

449 184 633 66
★ A-AS01 Toward Understanding of interactions between Tropical Cyclones and Ocean 13 2 15 2

A-AS21 大気化学 27 27 54 4
A-AS22 成層圏過程とその気候への影響 14 7 21 2
A-AS23 都市における極端気象 17 5 22 2
A-AS24 最新の大気科学：福島原発事故放射能の大気・陸圏輸送、沈着問題 12 5 17 2
A-OS25 海洋生態モデリング研究の最前線 13 1 14 2

★ A-HW02 Hydroclimate in Asian monsoon region 23 9 32 3
A-HW26 同位体水文学2013 15 2 17 2
A-HW27 都市域の地下水・環境地質 5 4 9 1
A-HW28 水・物質循環における陸上生態系の役割 15 3 18 2
A-HW29 水循環・水環境 13 11 24 2
A-HW30 流域の水文地質と物質循環 21 8 29 2
A-HW31 水関連大学院教育とキャリアパスの課題と展望 9 0 9 2

★ A-CC03 Changes in Northern Eurasia and the Arctic: Their feedbacks to the Globe 11 11 22 2
A-CC32 雪氷学 23 4 27 3
A-CC33 氷床・氷河コアと古環境変動 16 3 19 2
A-PE34 古気候・古海洋変動 55 10 65 6

★ A-GE04 Subsurface Mass Transport and Environmental Assessment 12 18 30 2
★ A-CG05 Multi-scale ocean-atmosphere interaction in the tropics 18 10 28 3

★ A-CG06
Continental-Oceanic Mutual Interaction: Global-scale Material Circulation through
River Runoff 12 0 12 2

A-CG35 中部山岳地域の自然環境変動 23 9 32 3
A-CG36 陸域・海洋相互作用ー物質循環と生態系との関係ー 8 1 9 1
A-CG37 統合的な陸域生態系-大気プロセス研究 17 2 19 2
A-CG38 北極域の科学 16 14 30 3
A-CG39 衛星による地球環境観測 30 12 42 3
A-CG40 地球環境関連データセット展覧会 12 4 16 2

450 182 632 62
★ H-GG01 Global land Project 5 0 5 1
★ H-GG02 International comparison of landscape appreciation 10 5 15 2

別システム集計中

別システム集計中

小計

小計

小計

小計

3/15より受付開始
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国際 ＩＤ SessionTitle 口頭 ポスター 投稿数計 コマ数

H-GG21 自然資源・環境の利用と管理 11 3 14 2
★ H-GM03 Geomorphology 9 1 10 1

H-GM22 地形 9 7 16 2
H-QR23 平野地域の第四紀層序と地質構造 11 7 18 2
H-QR24 ヒトー環境系の時系列ダイナミクス 25 11 36 3

★ H-SC04 International Human Dimensions Programme 8 0 8 1
H-SC25 人間環境と災害リスク 11 6 17 2

★ H-DS05 Coastal Restoration in Post Tsunami Events;  Environmental Effects and 4 0 4 1
★ H-DS06 Landslides and related phenomena 22 9 31 3
★ H-DS07 Global earthquake and volcanic eruption risks in Asia-Pacific region (G-EVER) 7 1 8 1

H-DS26 津波とその即時予測 19 9 28 3
H-DS27 湿潤変動帯の地質災害とその前兆現象 14 15 29 3
H-DS28 海底地すべり 9 2 11 1
H-RE29 地球温暖化防止と地学（CO2地中・海洋貯留・利用、地球工学） 19 6 25 2

★ H-TT09 GIS 12 4 16 2
H-TT30 地理情報システム 11 3 14 1
H-TT31 環境リモートセンシング 11 1 12 1
H-TT32 同位体環境学の創出 21 15 36 2
H-CG33 堆積・侵食・地形発達プロセスから読み取る地球表層環境変動 6 5 11 1
H-CG34 惑星と閉鎖生態系における生物のシステム―微生物からヒトまで 6 4 10 1

260 114 374 38
S-GD21 測地学一般 13 5 18 2
S-GD22 重力・ジオイド 9 10 19 2

★ S-SS01 Slip to the Trench in Megathrust Earthquakes 24 6 30 3
★ S-SS02 Earthquake predictability research after the 2011 Tohoku earthquake 13 3 16 2

S-SS23 リアルタイム地震情報システムの発展と利活用 9 5 14 1
S-SS24 地震波伝播：理論と応用 15 9 24 2
S-SS25 内陸地震に対する包括的アプローチ 14 3 17 2
S-SS26 地殻構造 12 18 30 2
S-SS27 地震活動 13 14 27 2
S-SS28 地震発生の物理・震源過程 29 9 38 3
S-SS29 断層帯のレオロジーと地震の発生過程 28 3 31 3
S-SS30 地震予知 9 2 11 1
S-SS31 海溝型巨大地震の新しい描像 46 33 79 6
S-SS32 活断層と古地震 21 31 52 3
S-SS33 強震動・地震災害 27 28 55 4
S-SS34 地殻変動 6 14 20 1
S-SS35 南海トラフなどの巨大地震の強震動・津波予測 21 5 26 3
S-EM36 地磁気・古地磁気・岩石磁気 13 9 22 2
S-EM37 電気伝導度・地殻活動電磁気学 10 8 18 2

★ S-IT03 Earth and Planetary Cores Seen from Multi-disciplinary Approaches 19 3 22 3
★ S-IT04 Mineral physics and dynamics of deep planetary interiors 15 6 21 2
★ S-IT05 Origin, evolution, and destruction of oceanic plate 33 4 37 4
★ S-IT06 Geofluids and their roles in dynamics of the Earth's interior 20 12 32 3

S-IT38 地球構成物質のレオロジーと物質移動 22 6 28 3
S-IT39 地球深部ダイナミクス：プレート・マントル・核の相互作用 24 5 29 3
S-GL40 地球年代学・同位体地球科学 14 14 28 2
S-GL41 地域地質と構造発達史 3 15 18 1
S-RD42 資源地質学の新展開：鉱液の実態解明に向けて 6 0 6 1
S-MP43 変形岩・変成岩とテクトニクス 19 18 37 3
S-MP44 鉱物の物理化学 16 9 25 2
S-MP45 ナノ鉱物が支配する地球表層環境 7 2 9 1
S-MP46 水素系物質と中性子の地球惑星科学 12 4 16 2
S-MP47 メルト－延性－脆性岩体のダイナミクスとエネルギー抽出 7 1 8 1
S-VC48 活動的火山 26 32 58 4
S-VC49 火山防災の基礎と応用 10 4 14 1
S-VC50 火山噴火のダイナミクスと素過程 18 7 25 2
S-VC51 火山とテクトニクス 8 5 13 1
S-VC52 火山の熱水系 8 4 12 1
S-VC53 火山・火成活動とその長期予測 7 19 26 2
S-GC54 固体地球化学・惑星化学 25 8 33 3

★ S-TT11 Frontier Researches in Exploration Geophysics 19 3 22 2
S-TT55 空中からの地球計測とモニタリング 8 5 13 1
S-TT56 地震観測・処理システム 4 11 15 1
S-TT57 合成開口レーダー 14 3 17 2
S-TT59 ハイパフォーマンスコンピューティングが拓く固体地球科学の未来 19 0 19 2

★ S-CG07 Collision, Subduction, and Metamorphic processes 12 3 15 2
★ S-CG08 Geodynamics of off-arc volcanism and back-arc opening 14 1 15 2
★ S-CG09 Deep Carbon Cycle 12 2 14 2
★ S-CG10 Evolution of continental crust and Project IBM 10 5 15 2

小計
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国際 ＩＤ SessionTitle 口頭 ポスター 投稿数計 コマ数

S-CG60 放射性廃棄物処分と地球科学 6 4 10 1
S-CG61 岩石・鉱物・資源 10 18 28 2
S-CG62 スロー地震 15 7 22 2
S-CG63 流体と沈み込み帯のダイナミクス 16 13 29 3
S-CG64 断層帯の化学 5 2 7 1
S-CG65 応力と地殻ダイナミクス 4 4 8 1
S-CG66 プレート収束帯における地殻変形運動の統合的理解 17 4 21 2
S-CG67 海洋底地球科学 25 10 35 3
S-CG68 島弧の構造・進化とジオダイナミクス 21 8 29 2

882 496 1378 124
★ B-AO01 Astrobiology: Origins, Evolution, Distribution of Life 20 14 34 4

B-BG21 海底下の大河：海洋地殻中の移流と生物地球化学作用 8 4 12 1
B-BG22 サンゴ礁：生命・地球・人の接点 9 1 10 1
B-PT23 地球史解読：冥王代から現代まで 15 9 24 2
B-PT24 地球生命史 9 2 11 1
B-PT25 化学合成生態系の進化をめぐって 6 4 10 1
B-PT26 古代ゲノム学 9 2 11 1
B-PT27 顕生代生物多様性の変遷：絶滅と多様化 12 2 14 1
B-PT28 人類進化と気候変動 6 1 7 1

★ B-PO02 Biocalcification and the geochemistry of proxies 16 6 22 2
110 45 155 15

G-01 小中学校の地球惑星科学教育 4 1 5 0
G-02 高等学校の地球惑星科学教育 2 2 4 0
G-03 学士課程教育の現状と課題 2 1 3 2
G-04 地球惑星科学のアウトリーチ 12 13 25 2

20 17 37 4
★ M-IS01 Atmospheric Electricity 15 0 15 2
★ M-IS02 Global Data Sciences in the Big Data Era---Global Data Management and System 2 1 3 1

M-IS21 地球流体力学：地球惑星現象への分野横断的アプローチ 9 3 12 1
M-IS22 宇宙気候学の進展 12 2 14 2
M-IS23 地球掘削科学 24 14 38 3
M-IS24 生物地球化学 30 20 50 4
M-IS25 津波堆積物 20 15 35 3
M-IS26 ガスハイドレート：地球環境と資源科学からのアプローチ 16 2 18 2
M-IS27 光エネルギーを巡る生命システムの進化ダイナミクス 8 5 13 1
M-IS28 遠洋域の進化 10 1 11 1
M-IS29 日本における巨大地磁気誘導電流 21 3 24 2
M-IS30 地震・火山等の地殻活動に伴う地圏・大気圏・電離圏電磁現象 17 6 23 2
M-IS31 結晶成長における界面・ナノ現象 11 2 13 1
M-IS32 ジオパーク 18 8 26 2
M-IS33 海底マンガン鉱床の生成・環境・起源 10 1 11 1
M-GI34 情報地球惑星科学と大量データ処理 10 3 13 2
M-AG35 福島原発事故により放出された放射性核種の環境動態 21 9 30 3

★ M-SD03
Activity of GEO task "Integrated Global Carbon Observation and Analysis System
(CL-02)" in Japan 11 4 15 2

★ M-SD04 New atmospheric and geospace science opened by EISCAT_3D 17 6 23 3
M-SD36 宇宙食と宇宙農業 8 0 8 1
M-TT37 地球惑星科学における地図・空間表現（ポスターのみ） 0 14 14 0
M-TT38 地球化学の最前線：先端的手法から探る地球像 13 5 18 2
M-TT39 ソーシャルメディアと地球惑星科学 8 1 9 1
M-TT40 インフラサウンド及び関連波動が繋ぐ多圏融合地球物理学の新描像 12 5 17 2
M-ZZ41 地球科学の科学史・科学哲学・科学技術社会論 14 5 19 2
M-ZZ42 PALEO研究の最前線とその将来の発展性 17 1 18 2

354 136 490 48

2644 1201 3845 392

セッション数　181　★国際セッション43

合計

小計

小計

小計

小計

- 5 -



2013年展示申込状況 

・会場マップ（１F） 
 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7,8 

9,10 

11,12 

13 

14,15 

17 

18 

19 

20 

21,22 

23 

26 

 

 

書籍出版・関連商品（23ブース） 

ホリミネラロジー ミネラルショップ 

株式会社 朝倉書店 

共立出版株式会社 

テラパブ 

一般財団法人 東京大学出版会 

一般社団法人 京都大学学術出版会 

シュプリンガー 

ケンブリッジ大学出版局 

エルゼビア･ジャパン株式会社 

株式会社ニュートリノ 

ワイリー・ジャパン株式会社 

株式会社ニホン・ミック 

地学団体研究会 

（株）渡辺教具製作所 

株式会社 テラハウス 

布引焼窯元 

株式会社 横山空間情報研究所 

古今書院 

 

 

 

2 

3 

4 

5,6 

7 

8 

9 

 

 

55 

 

56 

57 

 

 

学協会エリア （8ブース） 

日本鉱物科学会 

公益社団法人日本地震学会 

一般社団法人日本地質学会 

日本地球化学会 

地球電磁気・地球惑星圏学会 

特定非営利活動法人日本火山学会 

日本古生物学会 

 

団体展示（1F、2F  57ブース） 

京都大学・リーディング大学院（安全安心）「グローバル生存学大学院連携プロ

グラム」・グローバルＣＯＥプログラム「極端気象と適応社会の生存科学」 

東京大学大学院理学系研究科 地球惑星科学専攻 

東京工業大学 地球生命研究所 （ELSI） 
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・会場マップ（２F） 

 
 

 

1 

2 

3 

4 

5,6,7 

8,9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30,31 

32 

33 

34 

35,36 

37 

38,39 

40 

41 

42 

 

団体展示  （1F、2F  57ブース） 

Asia Oceania Geosciences Society (AOGS) 

地学・地理オリンピック 

白山工業株式会社 

三洋貿易株式会社 

NASA 

独立行政法人 情報通信研究機構 

大学間連携プロジェクト「超高層大気長期変動の全球地上ネットワーク観測・研究」 

愛媛大学 地球深部ダイナミクス研究センター 

株式会社パレオ・ラボ 

大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 総合地球環境学研究 

東京大学地震研究所 

独立行政法人 防災科学技術研究所 

オックスフォード・インストゥルメンツ株式会社 

株式会社 マイクロサポート 

株式会社リガク 

応用地震計測株式会社 

Exelis VIS株式会社 

China Data Center 

測位衛星技術株式会社 

国立天文台チリ観測所（ALMA望遠鏡） 

PTT株式会社 

京都大学大学院工学研究科 応用地球物理学分野 

高知コアセンター 

European Geosciences Union (EGU) 

宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 

安井器械株式会社 

株式会社 地球科学総合研究所 

独立行政法人 産業技術総合研究所 地質調査総合センター 

株式会社 ジオシス 

東北大学地震･噴火予知研究観測センター 

公益社団法人東京地学協会 

太陽観測衛星「ひので」プロジェクト 

アジア航測株式会社 

新学術領域研究 超深度掘削が拓く海溝型巨大地震の新しい描像 

43 

44 

45 

46 

 

47 

48 

 

 

49,50,51 

52 

53 

55 

 

 

56 

58 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

 

 

8 

9 

3（保留） 

東京大学 大気海洋研究所 

気象庁 

株式会社 aLab 

東北大学 グローバル安全学トップリーダー育成プロ

グラム 

名古屋大学太陽地球環境研究所 

名古屋大学博士課程教育リーディングプログラム「フ

ロンティア宇宙開拓リーダー養成プログラム」 

東北大学災害科学国際研究所 

東北大学災害科学国際研究所 

サイバネットシステム株式会社 

北極環境研究コンソーシアム 

京都大学・ リーディング大学院（安全安心）「グロー

バル生存学大学院連携プログラム」・グローバルＣＯ

Ｅプログラム「極端気象と適応社会の生存科学」 

東京大学大学院理学系研究科 地球惑星科学専攻 

株式会社JVCケンウッド 

 

大学インフォメーション （10ブース） 

大阪大学大学院理学研究科 宇宙地球科学専攻 

筑波大学生命環境系・地球科学専攻 

立正大学大学院地球環境科学研究科 

名古屋大学大学院環境学研究科地球環境科学専攻 

岡山理科大学地球惑星環境科学研究センター 

東京大学理学系研究科地殻内流体研究グループ 

鹿児島大学大学院理工学研究科地球環境科学専攻 

横浜国立大学大学院環境情報研究院・学府 

北海道大学 同位体顕微鏡システム 

金沢大学地球学教室 

 
パンフレットデスク（3ブース） 

株式会社 近計システム 

ベータ・アナリティック 

東海大学工学部航空宇宙学科 
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2013年連合大会緊急特別セッション 

「ロシアの隕石落下：地球への小天体衝突リスク」 

 

【コンビーナー】 

 田近英一 (東京大学，日本地球惑星科学連合広報普及委員会委員長) 

 渡部潤一（国立天文台天文情報センター） 

 

【共催】日本惑星科学会，日本天文学会 (予定） 

 

【セッションカテゴリー】宇宙惑星科学（P）P-PS33 

 

【開催日】5/20  16：00-18：00 (予定、後日確定) 

 

【開催場所】IC 

 

【スコープ】 

 本年 2月 15日にロシアに直径 17メートル(推定)の隕石が落下し，周辺地域に大きな被害をも 

たらしました．このイベントに関するレビュー，観測データの解析，数値シミュレーションのほ

か，地球への小天体衝突に関する幅広い視点からの発表を歓迎します． 

 

【発表形式】 オーラル：招待、ポスターセッション：募集 

 

【招待講演予定】16：00-18：00 

１．ロシアの隕石落下―概要（渡部潤一＠国立天文台） 

２．ロシアの隕石落下―インフラサウンド観測（石原＠AIST） 

３．ロシアの隕石落下―地震波観測（山田真澄＠京都大学＋） 

４．ロシアの隕石落下―短波レーダー観測（長妻努＠NICT） 

５．隕石の空中爆発現象（杉田精司＠東京大学） 

６．低頻度災害：海洋への落下と衝突津波（後藤和久・今村文彦＠東北大学） 

７．衝突頻度・NEOs軌道計算・スペースガード（吉川真＠ＪＡＸＡ） 

８．小惑星の地球衝突回避（山川宏＠京都大学生存圏） 

 

【開催までの日程】 

3/6 臨時メール 

3/6～3/14 9：00 申込受付 ★現在受付中 

         （情報整理、個別メール案内） 

3/15～3/25 12:00 投稿受付 

3/26    内容確認 

3/27    プログラム編成入力（事務局） 
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2013年連合大会 NASA関連企画 

 

1) ユニオンセッション U-01 

「International Cooperation in Earth Planetary Science Project  

- Centering on NASA-JAXA Joint Project-」 

 

【コンビーナー】 

 山本 静夫（JAXA） Jack A. Kaye（NASA）   世話人：沖 理子（JAXA） 
 

【開催日時・場所】5/23(木) IC  AM1-PM2 4コマ （9:00-18:00） 

 

【招待講演予定】 

 

[Planetary physics] 

 topic/ Japan / U.S. 

 1. HINODE（SOLAR-B） SHIMIZU Toshifumi (JAXA) / Kathy Reeves(Harvard-Smithsonian CfA) 

 2. GEOTAIL           NISHIDA Atsuhiro       / Takahashi Kazue (Johns Hopkins Univ. APL) 

  

[Earth Observation] 

 3. JAXA/NASA Program   YAMAMOTO Shizuo (JAXA)        / Jack Kaye  (NASA) 

 4. GPM&TRMM            NAKAMURA Kenji (Naogya Univ.) / George Huffman (NASA) 

 5. GCOM&A-train        OKI Taikan (Tokyo Univ.)      / Graeme L Stephens(Caltech/JPL) 

 6. GOSAT               YOKOTA Tsuiya (NIES)          / David Crisp(Caltech/JPL) 

 

 

2) スペシャルレクチャー 

 
【開催日】5/23(木)昼休み   

【担当】 Jack A. Kaye（NASA） [大気水圏科学セクション] 

 

 

3) レセプション 

 

【開催日時・場所】 5/23(木) 19:00～21:00  マンハッタンホテル 7階 

【参加者】 U-01講演者、JAXA関係者、連合  約 30名 
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代表者氏名 　縫村 崇行 　永原 裕子  金井 隆憲

代表者メールアドレス 　nuimura@nagoya-u.jp 　hiroko@eps.s.u-tokyo.ac.jp kanai-t@jamstec.go.jp

代表者所属 　名古屋大学/OSGeo財団日本支部 　東大・地惑 独立行政法人海洋研究開発機構　事業推進部広
報課

代表者電話番号 　080 - 2665 - 8961 　03 - 5841 - 4508 046 - 867 - 9059

集会名称 　FOSS4Gによる地理情報解析ハンズオン 　全国地球惑星科学系専攻長・学科長懇談会
JAMSTECハイスクール
～サイエンス・クルーズ部～　講義（仮）

集会内容についての説
明

　FOSS4G（Free and Open Source Software for
Geospatial）と呼ばれるオープンソースGISソフト
ウェアを用いた地理情報解析のハンズオン（実習）
を行います。

　全国の地球惑星科学系専攻長・学科長が一同
に会し，情報交換をし，地球惑星科学系大学の発
展のための議論をおこなう

海洋研究開発機構が高校生を対象にした研究者
による講義です。
会場では約60分ほどの地球科学に関する講義お
よび質疑応答を行います。
講義の様子は当機構のwebページでLive配信しま
す。

集会主催者・団体名 　OSGeo財団日本支部　http://www.osgeo.jp/ 　日本学術会議地球惑星科学委員会 独立行政法人海洋研究開発機構

　嘉山陽一（朝日航洋株式会社） 　北里洋　kitazatoh@jamstec.go.jp

Yoichi.kayama@gmail.com　/　090-3311-4092

【参加者数の概算】 20 30 100

【その他（開催日時の希
望、開催未定の場合は
いつころ決定できるかな
ど）】

　GISソフトウェアのハンズオン（実習）ですので、
可能であれば地理情報システムのセッションと同
じ日にしていただきたいです。時間は通常セッショ
ン終了後の17:30-20:30の3時間を希望します。
また開催にあたってハンズオンの助手（3～4名ほ
ど）に大会非参加者の方を招聘したいのですが、
その方たちは集会のみの参加ですので大会参加
費を免除をしていただけると助かります。
今回の集会のようにオープンソースGISソフトウェ
アの実習を通して解析手法の情報交換を行うこと
は、地球惑星科学系のコミュニティの発展のため
にも価値のあることだと思われます。ご検討をよろ
しくお願いいたします。

　19日（日）セッション終了後15分後から2時間  お
願いします

高校生を対象にしているので、高校生のセッショ
ンがある日を希望。
開催は計画途中です。
インターネット（可能であれば有線）環境のある部
屋を希望。

サイエンスセッション以外の集会申込み (20130306)

【副代表者氏名・メール
アドレス・電話番号】

　藤井　友紀子
y-fujii@jamstec.go.jp
046-867-9649
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海外研究者・同伴者用企画 
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平成25年3月6日現在

承認日 種別 会合名等 開催期間 会場

6月20日 共催
いま改めて二つの大震災から学ぶ　－阪神淡路大震災・東
日本大震災と地理学・変動地形学－

平成24年10月6日（土）
神戸大学

6月20日 協賛
地震発生及び火山噴火研究の将来構想シンポジウム

平成24年7月5日（木）～6日（金）
東京大学鉄門記念講堂

6月25日 後援 科学教育研究協議会・第58回全国研究大会・鳥取大会
平成24年8月3日（金）～5日（日）

米子コンベンションセンター

8月6日 協賛 第53回高圧討論会
平成24年11月7日（水）～9日（金）

大阪大学会館

8月10日 協賛 ハイパフォーマンスコンピューティングと計算科学シンポジウ
ム（HPCS2013）

平成25年1月15日（火）～16日（水）
東京工業大学
蔵前会館 くらまえホール

8月6日 協賛 第4回ＭＬＦシンポジウム・茨城県ビームライン平成２３年度
成果報告会

平成24年10月10日（水）～11日（木）
日本科学未来館

8月20日 後援 文科省「一家に１枚」ポスターの制作プロデュース 後援期間：平成24年8月末日～　（採択後～ポス
ター発行まで）

主催：日本鉱物学会教育普及
委員会

12月18日 後援 「自然災害国際ネットワークの構築にむけて：　固体地球科
学と市民との対話」

平成25年2月1日（金）
日本学術会議講堂

12月25日 協賛 未来を拓く高圧力科学技術セミナーシリーズ（38）
「高速衝突により生じる様々な現象とその応用」

平成25年4月15日（月）
午後13：00〜17：30

東京工業大学田町キャンパス
内

12月26日 協賛 第18回計算工学講演会
平成25年6月19日（水）～21日（金）

東京大学生産技術研究所

2月19日 後援 「ちきゅう」10年計画国際ワークショップ
平成25年4月21日（日）～23日（火）

一橋大学一橋講堂

2月19日 協賛 第12回アジア太平洋物理会議（ APPC12 ）
平成25年7月14日（日）～19日（金）

幕張メッセ国際会議場

2月21日 協賛 第11回SEGJ国際シンポジウム
平成25年11月18日（月）～20日（水）

新横浜プリンスホテル

2月18日 後援 J-RAPID終了報告シンポジウム
平成25年3月6日（水）～7日（木）

東北大学片平さくらホール

承認日 種別 サポートレタータイトル 事業主体 提出先
6月22日 サポートレター 文部科学省特別教育研究経費(平成21年)および特別経費

(平成22〜26年)事業　「超高層大気長期変動の全球地上
ネットワーク観測・研究」に対する支援の
要望書

国立極地研究所、東北大学理学研究科附属惑星プラズ
マ・大気研究センター、名古屋大学太陽地球環境研究
所、京都大学生存圏研究所、京都大学理学研究科(附属
地磁気世界資料解析センター・附属天文台)、および九州
大学国際宇宙天気科学・教育センターによる連携事業

文部科学省

6月26日 サポートレター 「SPRINT-B/ERG衛星」に対する支援の要望書 独立行政法人宇宙航空研究開発機構宇宙科学研
究所

独立行政法人宇宙航空研究開
発機構宇宙科学研究所
小野田所長

平成24年度　共催・協賛・後援等一覧　　

平成24年度　サポートレター一覧　　
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301+302号室
団体展示 36小間

※1小間=W2700mm×D1800mm×H2100mm
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会議センター3F フロア図
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501+502号室
ポスターセッション
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下がり天井

2
5
0
0

2
0
0
0

3500 3000 3000 3000 30003000300030003000

3
7
5
0

（20)

（8) （8)

（8) （8)

（8) （8)

（8) （8)

（8) （8)

（8) （8)

（8) （8)

（8) （8)

（8) （8)

（8) （8)

（8) （8)

（8) （8)

（8) （8)

（8) （8)

（8) （8)

（8) （8)

（20)

tanigami
タイプライターテキスト
- 20 -



会議センター5F フロア図
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№052944-011

発行日:2013年2月6日

公益社団法人日本地球惑星科学連合
様

日本地球惑星科学連合　2014年大会　【2'案
　26口演会場 5日間】

2014/4/28  ～ 2014/5/2  

2013/3/31

会場使用料の予約金は当社指定期日までに、また残金は   株式会社横浜国際平和会議場
ご利用会場開始日の１ヶ月前までにお支払いいただきます。 　　　　　　　　　営 業 部 長     　馬 鳥　 誠

なお、会場使用料以外の備品料等は貴催事終了後当社指定の

期日までにご清算ください。 〒220-0012

横浜市西区みなとみらい１－１－１

 ＴＥＬ： 045 (221) 2121

 ＦＡＸ： 045 (221) 2136

担当    黒澤　貴子

 御見積総額  ￥２４,３１０,５４５

　※ 上記見積金額は、現行料金表に基づいて算出しております。 今後、料金改定にともない、変更させてい

     ただく場合がございます。

備考

ご参考用概算お見積です。

 御 見 積 書 

項　　　　　目 金　　　額 摘　　　要

催 事 名

開催期間

本書有効期限

20％特別割引適用

特別値引適用

16,612,000

6,540,900

1,157,645

0

23,152,900

②消　　　費　　　税(① × 0.05)

会場使用料

備品使用料他

④ 合計　（①＋②＋③）

① 課税対象金額計

③その他課税対象外金額計

24,310,545

tanigami
タイプライターテキスト
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№052944-012

発行日:2013年2月12日

公益社団法人日本地球惑星科学連合
様

日本地球惑星科学連合　2014年大会　
【26口演会場 6日間】

2014/4/28  ～ 2014/5/3  

2013/3/31

会場使用料の予約金は当社指定期日までに、また残金は   株式会社横浜国際平和会議場
ご利用会場開始日の１ヶ月前までにお支払いいただきます。 　　　　　　　　　営 業 部 長     　馬 鳥　 誠

なお、会場使用料以外の備品料等は貴催事終了後当社指定の

期日までにご清算ください。 〒220-0012

横浜市西区みなとみらい１－１－１

 ＴＥＬ： 045 (221) 2121

 ＦＡＸ： 045 (221) 2136

担当    黒澤　貴子

 御見積総額  ￥２８,４１９,３００

　※ 上記見積金額は、現行料金表に基づいて算出しております。 今後、料金改定にともない、変更させてい

     ただく場合がございます。

備考

ご参考用概算お見積です。

 御 見 積 書 

項　　　　　目 金　　　額 摘　　　要

催 事 名

開催期間

本書有効期限

20%特別割引適用

特別値引き適用

19,934,400

7,131,600

1,353,300

0

27,066,000

②消　　　費　　　税(① × 0.05)

会場使用料

備品使用料他

④ 合計　（①＋②＋③）

① 課税対象金額計

③その他課税対象外金額計

28,419,300

tanigami
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 会 場 使 用 料 御 見 積 明 細 書 №052944-012  発行日:2013年2月12日

見積開催期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

日本地球惑星科学連合 2014年大会　【26口演会場 6日間】 見積使用期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

料　金

ﾌﾛｱ 室      名 使　用　目　的 ㎡ 収容数 4/28(月) 4/29(火) 4/30(水) 5/1(木) 5/2(金) 5/3(土) (円)

2F 221+222+223 受付・登録 110 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 618,000

211 会場1 79 T60 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 294,000

212 会場2 79 T60 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 294,000

213 会場3 79 T60 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 294,000

3F 303 会場4 294 T232 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 1,356,000

304 会場5 294 T232 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 1,356,000

311 会場6 79 T70 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 294,000

312 会場7 73 T70 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 276,000

313 会場8 73 T70 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 276,000

314 会場9 79 T70 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 294,000

315 会場10 319 T168 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 1,194,000

316 本部 63 S20 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 354,000

317 クローク 63 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 354,000

318 託児室 63 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 234,000

4F 411 会場11 75 T70 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 282,000

412 会場12 75 T70 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 282,000

413 会場13 124 T120 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 462,000

414 会場14 77 T72 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 288,000

415 会場15 77 T72 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 288,000

416 会場16 77 T72 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 288,000

417 会場17 77 T72 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 288,000

418 会場18 172 T140 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 642,000

419 会場19 172 T140 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 642,000

5F 501+502 ポスターセッション 792 312 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 5,472,000

フォワイエ 501+502前 ポスターセッション 375 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 0

503 会場20 500 T432 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 2,304,000

511 会場21 71 T50 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 264,000

512 会場22 71 T50 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 264,000

4F 421 会場23 69 T54 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 258,000

422 会場24 69 T54 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 258,000

備考 ：

パシフィコ横浜
収容数　S：スクール　T：シアター　H：ロの字　B：立食ブッフェ　D：着席ディナー　E：展示　O：その他  

-   1  -

施                    設 日                    程

tanigami
タイプライターテキスト

tanigami
タイプライターテキスト
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 会 場 使 用 料 御 見 積 明 細 書 №052944-012  発行日:2013年2月12日

見積開催期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

日本地球惑星科学連合 2014年大会　【26口演会場 6日間】 見積使用期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

料　金

ﾌﾛｱ 室      名 使　用　目　的 ㎡ 収容数 4/28(月) 4/29(火) 4/30(水) 5/1(木) 5/2(金) 5/3(土) (円)

4F 423 会場25 69 T54 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 258,000

424 会場26 69 T54 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 9 ～ 17 258,000

3F 301+302 展示 670 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 4,632,000

フォワイエ 301+302前 展示 555 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 0

フォワイエ 303+304前 展示 0 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 9 ～ 21 0

備考 ： 24,918,000
4,983,600
19,934,400

パシフィコ横浜
収容数　S：スクール　T：シアター　H：ロの字　B：立食ブッフェ　D：着席ディナー　E：展示　O：その他  

-   2  -

施                    設 日                    程

御 見 積 合 計 金 額
値 引 き 金 額
差 引 き 合 計 金 額

tanigami
タイプライターテキスト
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 備 品 使 用 料 御 見 積 明 細 書 №052944-012  発行日:2013年2月12日

見積開催期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

日本地球惑星科学連合 2014年大会　【26口演会場 6日間】 見積使用期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

合計数量 料　金

ﾌﾛｱ 室     名 名     称 単価 4/28(月) 4/29(火) 4/30(水) 5/1(木) 5/2(金) 5/3(土) (円)

2F 211 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

212 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

213 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

3F 303 有線マイク（4本までは室料に含む） 0 1 1 1 1 1 1 6 0

ワイヤレスマイク（2本までは室料に含む） 0 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　大 ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶4500ANSIｸﾗｽ(3～) ******* 1 1 1 1 1 1 6 210,000

中会議室　演台（白・ロゴ付・室料に含む） 0 1 1 1 1 1 1 6 0

手元灯（1～3） 500 1 1 1 1 1 1 6 3,000

304 有線マイク（4本までは室料に含む） 0 1 1 1 1 1 1 6 0

ワイヤレスマイク（2本までは室料に含む） 0 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　大 ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶4500ANSIｸﾗｽ(3～) ******* 1 1 1 1 1 1 6 210,000

中会議室　演台（白・ロゴ付・室料に含む） 0 1 1 1 1 1 1 6 0

手元灯（1～3） 500 1 1 1 1 1 1 6 3,000

備考 ：

パシフィコ横浜
-   1  -

施    設 備    品 御　　利　　用　　日　　程

tanigami
タイプライターテキスト
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 備 品 使 用 料 御 見 積 明 細 書 №052944-012  発行日:2013年2月12日

見積開催期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

日本地球惑星科学連合 2014年大会　【26口演会場 6日間】 見積使用期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

合計数量 料　金

ﾌﾛｱ 室     名 名     称 単価 4/28(月) 4/29(火) 4/30(水) 5/1(木) 5/2(金) 5/3(土) (円)

3F 311 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

312 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

313 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

314 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

315 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

三脚スクリーン 3000×2000 (4～) ******* 1 1 1 1 1 1 6 27,000

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

備考 ：

パシフィコ横浜
-   2  -

施    設 備    品 御　　利　　用　　日　　程

tanigami
タイプライターテキスト
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 備 品 使 用 料 御 見 積 明 細 書 №052944-012  発行日:2013年2月12日

見積開催期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

日本地球惑星科学連合 2014年大会　【26口演会場 6日間】 見積使用期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

合計数量 料　金

ﾌﾛｱ 室     名 名     称 単価 4/28(月) 4/29(火) 4/30(水) 5/1(木) 5/2(金) 5/3(土) (円)

3F 316 アナログ回線工事（外線・内線電話、FAX） 8,000 1 1 8,000

内線PHS（構内専用携帯電話） 1,000 1 5 5 5 5 5 26 26,000

ハンガースタンドセット（ハンガー10本含） 1,000 1 1 1 1 1 1 6 6,000

317 クローク棚 0 8 8 0

クローク札 ******* 800 800 0

4F 411 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

412 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

413 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

414 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

415 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

備考 ：

パシフィコ横浜
-   3  -

施    設 備    品 御　　利　　用　　日　　程

tanigami
タイプライターテキスト
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 備 品 使 用 料 御 見 積 明 細 書 №052944-012  発行日:2013年2月12日

見積開催期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

日本地球惑星科学連合 2014年大会　【26口演会場 6日間】 見積使用期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

合計数量 料　金

ﾌﾛｱ 室     名 名     称 単価 4/28(月) 4/29(火) 4/30(水) 5/1(木) 5/2(金) 5/3(土) (円)

4F 415 有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

416 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

417 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

418 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

419 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

5F 503 有線マイク（4本までは室料に含む） 0 1 1 1 1 1 1 6 0

備考 ：

パシフィコ横浜
-   4  -

施    設 備    品 御　　利　　用　　日　　程

tanigami
タイプライターテキスト
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 備 品 使 用 料 御 見 積 明 細 書 №052944-012  発行日:2013年2月12日

見積開催期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

日本地球惑星科学連合 2014年大会　【26口演会場 6日間】 見積使用期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

合計数量 料　金

ﾌﾛｱ 室     名 名     称 単価 4/28(月) 4/29(火) 4/30(水) 5/1(木) 5/2(金) 5/3(土) (円)

5F 503 ワイヤレスマイク（2本までは室料に含む） 0 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　大 ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶4500ANSIｸﾗｽ(3～) ******* 1 1 1 1 1 1 6 210,000

中会議室　演台（白・ロゴ付・室料に含む） 0 1 1 1 1 1 1 6 0

手元灯（1～3） 500 1 1 1 1 1 1 6 3,000

511 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

512 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

4F 421 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

422 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

423 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

備考 ：

パシフィコ横浜
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 備 品 使 用 料 御 見 積 明 細 書 №052944-012  発行日:2013年2月12日

見積開催期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

日本地球惑星科学連合 2014年大会　【26口演会場 6日間】 見積使用期間 ： 2014/4/28(月) ～ 2014/5/3(土)

合計数量 料　金

ﾌﾛｱ 室     名 名     称 単価 4/28(月) 4/29(火) 4/30(水) 5/1(木) 5/2(金) 5/3(土) (円)

4F 423 有線マイク 2,000 1 1 1 1 1 1 6 12,000

小会議室　演台（会議センター） 2,000 1 1 1 1 1 1 6 12,000

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

424 音響ﾜｺﾞﾝｾｯﾄ(有線ﾏｲｸ1,CD/MD/ｶｾｯﾄ,ｽﾋﾟｰｶｰ2) 15,000 1 1 1 1 1 1 6 90,000

有線マイク ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

小会議室　演台（会議センター） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

固定スクリーン　小（小会議室用） ******* 1 1 1 1 1 1 6 0

ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 液晶2000ANSIｸﾗｽ（3～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 73,500

手元灯（4～） ******* 1 1 1 1 1 1 6 2,700

その他（会議センター） エントランス立看板　W900×H1800 25,000 1 1 25,000

サインAタイプ（450角） 4,500 20 20 90,000

サインスタンド 500 20 20 10,000

3F 301-304 アルファパネル ******* 116 116 406,000

団体名板 W1800×H300 9,500 36 36 342,000

フォワイエ 301+302前 アルファパネル ******* 35 35 122,500

団体名板 W1800×H300 9,500 9 9 85,500

5F 501+502 ヴァンテアンパネル ******* 168 168 588,000

フォワイエ 501+502前 ヴァンテアンパネル ******* 50 50 175,000

その他（会議センター） パネル設営・撤去費 470,000 1 1 470,000

パネル搬入出費 265,000 1 1 265,000

備考 ：
7,131,600

パシフィコ横浜
-   6  -
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値上げシュミレーション

必要な資金 （千円） 参加人数 事前 当日
一般全日 1467 721

会場費 ¥30,000 パシフィコ横浜 一般一日 265 517
高度化 ¥1,200 学生全日 636 222
事務局増強 ¥4,000 学生一日 132 205
雑誌 ¥8,000 一般全日（非会員） 67 89
小計 ¥43,200 一般一日（非会員） 53 152
2013会場費 ¥21,000 学生全日（非会員） 13 17
差額（増額分） ¥22,200 学生一日（非会員） 67 23

総計 2567 1946 を仮定(2012実績）
どうやって賄うか

２０１２年と同
じ入場者 左の一割減 2013年 2014年 2014年で入場者１割減

参加費値上げ ¥21,970 ¥19,372 事前 当日 事前 当日 事前 当日
投稿料値上げ ¥3,808 ¥3,229

¥25,778 ¥22,601 一般全日 ¥11,000 ¥13,000 ¥15,000 ¥20,000 ¥16,000 ¥22,000
一般一日 ¥6,000 ¥7,000 ¥10,000 ¥14,000 ¥11,000 ¥15,000

余裕 ¥3,578 ¥401 学生全日 ¥5,500 ¥7,000 ¥8,000 ¥12,000 ¥8,000 ¥12,000
学生一日 ¥3,000 ¥4,000 ¥5,000 ¥8,000 ¥5,000 ¥8,000
一般全日（非会員） ¥18,000 ¥20,000 ¥22,000 ¥25,000 ¥24,000 ¥27,000
一般一日（非会員） ¥12,000 ¥13,000 ¥18,000 ¥20,000 ¥20,000 ¥22,000
学生全日（非会員） ¥11,500 ¥13,000 ¥15,000 ¥17,000 ¥15,000 ¥17,000
学生一日（非会員） ¥8,000 ¥10,000 ¥12,000 ¥15,000 ¥12,000 ¥15,000

事前 当日 事前 当日 事前 当日
一般全日 ¥16,137,000 ¥9,373,000 ¥22,005,000 ¥14,420,000 ¥21,124,800 ¥14,275,800
一般一日 ¥1,590,000 ¥3,619,000 ¥2,650,000 ¥7,238,000 ¥2,623,500 ¥6,979,500
学生全日 ¥3,498,000 ¥1,554,000 ¥5,088,000 ¥2,664,000 ¥4,579,200 ¥2,397,600
学生一日 ¥396,000 ¥820,000 ¥660,000 ¥1,640,000 ¥594,000 ¥1,476,000
一般全日（非会員） ¥1,206,000 ¥1,780,000 ¥1,474,000 ¥2,225,000 ¥1,447,200 ¥2,162,700
一般一日（非会員） ¥636,000 ¥1,976,000 ¥954,000 ¥3,040,000 ¥954,000 ¥3,009,600
学生全日（非会員） ¥149,500 ¥221,000 ¥195,000 ¥289,000 ¥175,500 ¥260,100
学生一日（非会員） ¥536,000 ¥230,000 ¥804,000 ¥345,000 ¥723,600 ¥310,500

総計 ¥43,721,500 ¥65,691,000 ¥63,093,600
2013との差額 ¥21,969,500 2013との差額 ¥19,372,100

投稿数 早期投稿 一般投稿
1573 2235 を仮定

2013年 2014年 2014年で入場者１割減
投稿料 ¥1,500 ¥3,000 ¥2,500 ¥4,000 ¥3,000 ¥4,000
小計 ¥2,359,500 ¥6,705,000 ¥3,932,500 ¥8,940,000 ¥4,247,100 ¥8,046,000

総計 ¥9,064,500 ¥12,872,500 ¥12,293,100
2013との差 ¥3,808,000 2013との差 ¥3,228,600
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          損益評価等計 0 0 0
          当期経常増減額 0 11,969,550 -11,969,550

          評価損益等調整前当期経常増減額 0 11,969,550 -11,969,550

          雑                                    費 0 15,765 -15,765
        経常費用計 77,315,500 69,013,609 8,301,891

          委                 託                 費 0 658,333 -658,333
            そ                 の                 他 0 658,333 -658,333

          租          税           公           課 1,670,000 1,740,800 -70,800
          支       払        手        数       料 156,000 170,661 -14,661

            そ                 の                 他 20,000 0 20,000
          諸                 謝                 金 1,155,000 1,081,500 73,500

            事     務      所      賃      借     料 792,540 726,495 66,045
            事     務      機      賃      借     料 88,800 81,191 7,609

          修                 繕                 費 0 56,490 -56,490
          賃                 借                 料 901,340 807,686 93,654

          消    耗    什     器     備    品    費 50,000 0 50,000
          消          耗           品           費 220,000 406,969 -186,969

          通       信        運        搬       費 170,000 271,626 -101,626
          減       価        償        却       費 0 21,000 -21,000

            通                 勤                 費 348,000 238,895 109,105
            交                 通                 費 300,000 312,431 -12,431

          会                 議                 費 0 6,840 -6,840
          旅       費        交        通       費 648,000 551,326 96,674

          給          料           手           当 3,900,000 3,709,053 190,947
          法       定        福        利       費 348,000 345,417 2,583

          保                 険                 料 3,000 3,240 -240
        管                 理                 費 9,218,340 9,843,466 -625,126

            そ                 の                 他 370,000 330,000 40,000
          雑                                    費 100,000 98,233 1,767

          委                 託                 費 5,538,000 4,997,250 540,750
            シ    ス    テ     ム     関    連    費 5,168,000 4,667,250 500,750

          支       払        手        数       料 1,783,000 1,510,496 272,504
          支       払        賛        助       金 815,000 815,000 0

          設                 営                 費 3,800,000 3,956,400 -156,400
          諸                 謝                 金 40,000 0 40,000

            設    備    機     材     賃    借    料 2,920,000 2,765,988 154,012
            そ                 の                 他 0 141,500 -141,500

            事     務      機      賃      借     料 156,000 150,828 5,172
            会       場        賃        借       料 15,700,000 14,143,584 1,556,416

          賃                 借                 料 20,125,460 18,551,360 1,574,100
            事     務      所      賃      借     料 1,349,460 1,349,460 0

            そ                 の                 他 7,375,900 610,959 6,764,941
          出                 展                 費 70,000 111,406 -41,406

            書                 籍                 費 120,000 0 120,000
            J　　　G　　　L     　 印      刷     費 2,493,000 3,703,770 -1,210,770

            プ  ロ  グ  ラ  ム   印   刷  製  本  費 2,361,000 3,201,450 -840,450
            ポ    ス    タ     ー     製    作    費 140,000 140,083 -83

          印       刷        製        本       費 12,804,900 7,656,262 5,148,638
            プ   ロ   グ    ラ    ム    編   集   費 315,000 0 315,000

          消    耗    什     器     備    品    費 124,000 0 124,000
          消          耗           品           費 1,392,000 1,184,587 207,413

          通       信        運        搬       費 1,350,000 1,796,656 -446,656
          減       価        償        却       費 2,600,000 2,550,444 49,556

            通                 勤                 費 560,000 432,355 127,645
            交                 通                 費 4,447,800 2,633,355 1,814,445

          会                 議                 費 500,000 350,000 150,000
          旅       費        交        通       費 5,007,800 3,065,710 1,942,090

            ホ  ー   ム   ペ   ー   ジ   作   成  費 260,000 360,000 -100,000
            そ   の   他    ア    ル    バ   イ   ト 3,900,000 3,405,500 494,500

          法       定        福        利       費 684,000 818,001 -134,001
          臨       時        雇        賃       金 4,160,000 3,765,500 394,500

        事                 業                 費 68,097,160 59,170,143 8,927,017
          給          料           手           当 7,200,000 7,939,598 -739,598

    (2) 経常費用

          そ                 の                 他 50,000 64,003 -14,003
        経常収益計 77,315,500 80,983,159 -3,667,659

        雑                 収                 益 50,000 73,853 -23,853
          受          取           利           息 0 9,850 -9,850

            J　　G　　L　 広　　告　　料　　収　　入 550,000 70,000 480,000
            メ ー ル ニ  ュ  ー  ス  広  告 料 収 入 0 25,000 -25,000

            そ                 の                 他 470,000 343,300 126,700
          刊　　行      事      業      収     益 550,000 95,000 455,000

            懇       親        会        収       入 409,920 296,500 113,420
            学     協      会      出      展     料 0 270,000 -270,000

            パ ン  フ  レ  ッ  ト  デ  ス  ク  収 入 340,000 450,000 -110,000
            会   議   室    使    用    料   収   入 2,253,840 2,005,000 248,840

            大学インフ ォ メ ー シ ョ ン パ ネル収入 700,000 1,050,000 -350,000
            書    籍    展     示     料    収    入 810,000 840,000 -30,000

            投       稿        料        収       入 8,626,475 9,170,500 -544,025
            団    体    展     示     料    収    入 11,800,000 12,900,000 -1,100,000

          学   術   大    会    事    業   収   益 66,713,500 71,115,800 -4,402,300
            大    会    参     加     料    収    入 41,303,265 43,790,500 -2,487,235

          当       年        度        会       費 10,000,000 9,696,000 304,000
        事          業           収           益 67,263,500 71,210,800 -3,947,300

          基   本   財    産    受    取   利   息 2,000 2,506 -506
        受          取           会           費 10,000,000 9,696,000 304,000

    (1) 経常収益
        基    本    財     産     運    用    益 2,000 2,506 -506

予算対比正味財産増減計算書
平成24年 4月 1日から平成25年 2月28日まで

公益目的事業会計 （単位:円）
科        目 予算額 2/28現在決算額 差  異

Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
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公益社団法人日本地球惑星科学連合第 2回定時社員総会について 

 
1. 日程    平成 25年 5月 22日（水） 18時 30分～19時 30分 【ポスターコアと重複】 

2. 場所    千葉幕張メッセ国際会議場 302号室 （〒261-0023千葉市美浜区中瀬 2-1） 

3. 目的事項（定例議事） 

報告事項 

(1) 平成 24年度（公益社団法人第 2期）事業報告の件 

(2) 平成 25年度（公益社団法人第 3期）事業計画書及び収支予算書等の件 

決議事項 

(1) 第 1号議案  平成 24年度（公益社団法人第 2期）決算承認の件 

(2) 第 2号議案  役員候補者推薦委員会委員選任の件 

 

議案の概要 

第 1号議案  平成 24年度（公益社団法人第 2期）決算承認の件 

本議案は、平成 24年度（公益社団法人第 2期）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）及び

これらの附属明細書並びに財産目録について、監事の監査報告を踏まえて、その承認を求めるものである。 

 

第 2号議案  役員候補者推薦委員会委員選任の件 

本義案は、平成 25年度代議員選挙の結果を受け、第 3回定時社員総会へ提出する平成 26年度役員候補者

推薦名簿作成のための委員選任について、その承認を求めるものである。 

4. 総会の案内 事前送付  

定時社員総会出欠回答書 

社員総会の代理出席等について 

委任状（ご欠席の場合） 

指定書（団体会員たる社員の場合） 

5. 議長の選任（総会議事進行） 

 

 

-------------------------------------- 

関連規則抜粋 

-------------------------------------- 

定款 第 28条 （社員総会決議事項） 

(1)  役員の選任又は解任 

(2)  役員等の報酬の額又はその規程 

(3)  定款の変更 

(4)  入会の基準並びに会費の金額 

(5)  会員の除名 

(6)  長期借入金並びに重要な財産の処分及び譲受け 

(7)  解散及び残余財産の処分 

(8)  合併、事業の全部又は一部の譲渡及び公益目的事業の全部の廃止 

(9) 理事会において社員総会に付議した事項 

(10) その他社員総会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項 

2 前項にかかわらず、個々の社員総会においては、第 30条第 3項の書面に記載した社員総会の目的である事

項以外の事項は、決議することができない。 

3 社員総会は、社員に剰余金を分配する旨の決議をすることができない。 

 

定款 第 30条 （社員総会招集） 

社員総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき会長が招集する。但し、全ての社員

の同意がある場合には、その招集手続を省略することができる。 

2 会長は、前条第 2項第 2号の規定による請求があったときは、その日から 6週間以内に臨時社員総会を招集

しなければならない。 

3 社員総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的である事項を記載した書面をもって、開催日の 1週間

前までに通知しなければならない。但し、法人法 38条第 1項第 3号（書面による議決権の行使）又は第 4号
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（電磁的方法による議決権の行使）に掲げる事項を定めた場合には、社員総会の日の 2週間前までにその通知

を発しなければならない。 

 

定款 第 34条 （社員総会に出席できない社員の議決権の行使等） 

社員総会に出席できない社員は、法人法の定めるところにより、議決権の代理行使（法人法第 50条）、書面に

よる議決権の行使（法人法第 51条）及び電磁的方法による議決権の行使（法人法第 52条）を行うことができ

る。 

2 前項の場合における前 2条の規定の適用については、その社員は出席したものとみなす。 

3 理事又は社員が、社員総会の決議の目的である事項について提案した場合において、その提案について、社

員の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、その提案を可決する旨の社員総会の決議

があったものとみなす。 
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平成 25年 4月 日 

社員各位 

 

公益社団法人日本地球惑星科学連合 

会長  津田 敏隆 

 

 

第 2回定時社員総会招集ご通知 

 

拝啓  時下ますますご隆盛のこととお慶び申し上げます。 

 さて、当法人第 2回定時社員総会を下記により開催いたしますので、ご出席ください

ますようご案内申し上げます。 

 

 お手数ですが、会場準備の都合上、同封の出欠回答書を平成 25年 5月 10日（金）ま

でに、当法人事務局へ FAXにてご返送のほどお願い申し上げます。 

 

 代議員の方でご欠席の方につきましては、別紙「委任状」に住所、氏名をご記入、押

印の上、平成 25年 5月 10日（金）までに必着で事務局あてへ「同封の返信用封筒」で

郵送下さるようお願い申し上げます。 

 

団体会員で代表者のご欠席の場合は、別紙「委任状」または、代表者以外で出席者を

指定される場合は、別紙「指定書」に住所、氏名、出席者氏名、団体での地位をご記入、

押印の上、平成 25年 5月 10日（金）までに必着で事務局あてへ「同封の返信用封筒」

で郵送下さるようお願い申し上げます。 

敬具 

記 

1 日  時 平成 25年 5月 22日（水）18時 30分～19時 30分  

2 場  所 千葉幕張メッセ国際会議場 302 

      （〒261-0023千葉市美浜区中瀬 2-1） 

3 目的事項 

報告事項 

(1)  平成 24年度（公益社団法人第 2期）事業報告の件 

(2)  平成 25年度（公益社団法人第 3期）事業計画書及び収支予算書等の件 

決議事項 

(1)  第 1号議案  平成 24年度（公益社団法人第 2期）決算承認の件 

(2)  第 2号議案  役員候補者推薦委員会委員選任の件 
以上 
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議案の概要 

 

第 1号議案  平成 24年度（公益社団法人第 2期）決算承認の件 

本議案は、平成 24年度（公益社団法人第 2期）貸借対照表及び損益計算書（正味財産

増減計算書）及びこれらの附属明細書並びに財産目録について、監事の監査報告を踏まえ

て、その承認を求めるものである。 

 

第 2号議案  員候補者推薦委員会委員選任の件 

本議案は、平成 25年度代議員選挙の結果を受け、第 3回定時社員総会へ提出する平成

26 年度役員候補者推薦名簿作成のための委員選任について、その承認を求めるものであ

る。 

 

以上 
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定時社員総会出欠回答書 

 

公益社団法人日本地球惑星科学連合 

会長  津田 敏隆 殿 

（FAX：03-6914-2088） 

 

社員氏名（団体名及び代表者名） 

 

 

 

 

第 2 回定時社員総会に出席・欠席します（いずれかに◯）。 

 

 

 

 

 

 

恐れ入りますが、本書を平成 25年 5 月 10日（金）までに、当法人事務局へ FAXにて

ご返送下さりますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FAX：０３－６０１４－２０８８ 

【※ 5月 10日（金）までに御回答願います。】 
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社員総会の代理出席等について 

 

1 社員総会の代理出席及び議決権行使の委任について 

(1) 代理人の資格代議員たる社員及び団体会員たる社員は、他の代議員たる社員を代理人

に定めることができます。 

(2) 代理人は、提出された委任状と照合する方法により、出席資格の確認を受けます。 

(3) 代理人欄が空欄の委任状が提出された場合には、社員総会の議長が選任されたものと

みなします。 

 

2 団体会員の出席者の指定について 

(1) 団体会員たる社員は、その団体の役員、会員、社員若しくは使用人を指定して社員総

会に出席させることができます。 

(2) 被指定者は、提出された指定書と照合する方法により、出席資格の確認を受けます。 

 

社員総会の代理出席及び議決権行使を委任される場合または出席者の指定をされる場合

は同封の委任状・指定書にご記入の上、原本が必要となりますので、5月 10日（金）まで

に、同封の返信用封筒で、当法人事務局へご返送ください。 

 

（送付先） 

〒113-0032 東京都文京区弥生 2-4-16 学会センタービル 4階 

FAX：03-6914-2088 

一般社団法人日本地球惑星科学連合事務局 
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委任状 

（ご欠席の場合） 

 

平成  年  月  日 

 

住所 

委任者                  ㊞ 

 

 

 

私は、次の者を代理人と定め、下記の事項を委任します。 

 

氏名 

 

 

記 

平成 25年 5月 22日に開催される公益社団法人日本地球惑星連合第 2回定

時社員総会に出席し、議決権を行使する一切の権限 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【※ 5月 10日（金）までに御返信願います。】 
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指定書 

（団体会員たる社員の場合） 

 

平成  年  月  日 

 

団体住所 

指定者 

学協会名              

代表者名               代表者印 

 

 

 

 

  

当団体は、次の者を平成 25年 5月 22日に開催される公益社団法人日本地球惑星科学連

合第 2回定時社員総会に出席し、議決権を行使する者として指定します。 

 

 

氏名 

 

 

当団体における地位： 
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公益社団法人第 1回代議員選挙・セクションプレジデント選挙 

 
役員候補者推薦委員会   

会長及び社員 9名で構成（役員候補者推薦委員会規則第 3条） 

推薦委員会の回答を除く他の委員は、社員総会にて選任（〃） 

 

※ 参照 前回委員会名簿 

会 長  木村 学、 

副会長  浜野 洋三、大谷 栄治、津田 敏隆 

次期セクションプレジデント 5名 

理事   畠山 正恒 

 

※ 参照 前回選挙管理委員会名簿 

委員長 坪本裕之 

委員  市原美恵、篠原雅尚、砂村倫成、高木征弘、橘 省吾 

 

※ 参照 前回平成 23年選挙実施概要 

日程 行事 選挙管理委員会 

7月 上旬 

 

 委員会メンバー依頼 

8月 1日 月  選挙委員会立ち上げ、代議員定数確定 

 

3日 水 代議員選挙公示 

  10日 水  メールニュース 8月号「代議員選挙公示のご案内」 

 

12日 金  候補者受付用フォーム設定（事務局） 

  15日 月 代議員立候補受付開始 

  31日 水  メールニュース臨時号 〃 発信 

9月 1日 木  代議員選挙システム検証開始  9日まで 

 12日 月  メールニュース 9月号「代議員選挙候補者受付締切投票方法」 

 
15日 木 代議員立候補受付締切 

 
16-26日   公開用候補者リスト pdf作成・候補者データ確認） 

 
26日 月  選挙管理委員会（13:00- 事務局地下会議室） 

 
29日 木 代議員選挙投票開始 

 
30日 金  メールニュース臨時号「投票のお願い」 

10月 11日 火  メールニュース 10月号「投票のお願い」 

 
20日 木  メールニュース臨時号「投票のお願い」 

 
27日 木  メールニュース臨時号「投票のお願い【最終】(明日締切）」 

 
28日 金 代議員選挙投票締切 

 

29日 土  投票結果データ送付（委員長・総務委員長） 

 〃  開票結果確認（選挙管理委員会） 

 
31日 月  選挙管理委員会（15:00-16:00 事務局地下会議室） 

11月 3日 木  理事会へ結果報告（委員長）結果公開用 HP準備 

 4日 金 代議員選挙開票結果公開 

 

〃 〃  メールニュース臨時号「開票結果、セクションプレジデント選挙公

示」、当選者へのメール 

 〃 〃 セクションプレジデント選挙公示 

 

〃 〃  候補者受付用フォーム設定（事務局） 

 7日 月 セクションプレジデント選挙候補者受付開始 

 10日 木  メールニュース 11月号「セクションプレジデント選挙について」 

 〃 〃  セクションプレジデント選挙システム検証開始 15日まで 
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 18日 金 セクションプレジデント選挙候補者受付締切 

 19-26日   公開用候補者リスト pdf作成・候補者データ確認 

 28日 月 セクションプレジデント選挙投票開始 

12月 12日 月  メールニュース 12月号「投票のお願い」 

 19日 月 セクションプレジデント選挙投票締切 

 20  火  投票結果データ送付（委員長・総務委員長） 

 〃  開票結果確認（選挙管理委員会） 

 
21日   選挙管理委員会員会（事務局地下会議室） 

 21日 水  理事会へ結果報告（委員長）結果公開用 HP準備 

 22日 木 セクションプレジデント選挙開票結果公開 

 23日 金  メールニュース臨時号「セクションプレジデント選挙開票結果」、

当選者へのメール 
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入会 変更 退会 喪失 削除
会員数
増減

入会 退会 削除 変更
会員数
増減

入会 退会
会員数
増減

入会 退会
会員数
増減

3月末 7529 7529 631 631 48 48 1 1

4月 140 39 3 176 31 39 -8 0 0

5月 314 1 2 311 19 2 17 0 0

6月 3 2 63 12 -74 10 -10 0 0

7月 7 1 6 2 2 0 0

8月 1 2 11 -12 1 318 -317 0 0

9月 8 4 1 3 3 3 1 1 0

10月 15 3 3 9 8 8 0 0

11月 6 2 2 2 4 4 0 0

12月 5 3 2 2 2 0 0

1月 160 2 158 62 62 0 0

2月 498 7 6 33 466 260 14 7 239 0 0

3月 0 0 0 0

8686 46 27 63 66 8576 1023 0 344 46 633 49 0 49 1 0 1

※変更：大会会員より正会員へ

平成11年度会費滞納者 1045

平成12年度会費滞納者 2035

※平成13年度初　2年会費滞納者は会員喪失

正会員 大会会員 団体会員 賛助会員

平成24年度会員数推移
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45 

 

平成 24年 12月～平成 25年 2 月度 入会会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



47 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



48 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



49 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



51 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



日本地球惑星科学連合調達実施規則（案） 

 

 

（平成２５年○月○日理事会承認） 

 

（趣旨） 

第1条  この規則は，公益社団法人日本地球惑星科学連合（以下「連合」とい

う。）が締結する調達契約（以下「契約」という。）について，その必要

な事項を定めるものとする。 

 

（契約事務） 

第2条  契約は，別に定める場合を除き，代表理事が行う。 

2  代表理事は，契約を行うに当たり，事務局職員に契約に関する事務を行

わせることができる。  

 

（期間の定めのない契約及び複数年契約） 

第3条  代表理事は，電気，ガス若しくは水の供給を受け，又は電気通信役務

の提供を受ける契約に限り，期間の定めのない契約を締結することがで

きる。 

2   代表理事は，次の各号に掲げる契約に限り，契約期間が１年を超える契

約を締結することができる。この場合において，契約の期間は，当該各号

に定めるところによる。  

(1) 不動産の賃貸借契約 ３年以内  

(2) 工具，器具，備品若しくはソフトウェアの賃貸借契約又はこれらの保守

契約 ７年以内  

(3) その他１年を超える契約期間とすることが合理的と認められる契約 

３年以内  

 

（契約の方法）  

第4条  売買，貸借，請負その他の契約を締結する場合においては，公告して

申込みをさせることにより競争に付さなければならない。 

2   競争に加わろうとする者に必要な資格及び競争について必要な事項は，

別に定める。 

 

（入札の原則）  

第5条  前条による競争は，入札の方法をもって行わなければならない。 

 

（指名競争）  

第6条  第 4 条の規定にかかわらず，次の各号に掲げるいずれかの事由がある

ときは，指名競争に付する。 

 (1) 契約の性質又は目的により競争に加わるべき者が少数で一般競争によ

る必要がないとき。  
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(2) 一般競争によることが不利と認められるとき。  

(3) その他事業運営上特に必要があるとき。 

 

（随意契約）  

第7条  前３条の規定にかかわらず，次の各号に掲げるいずれかの事由がある

ときは，随意契約による。 

(1) 契約の性質又は目的が競争に適しないとき。  

(2) 緊急の必要により競争入札によることができないとき。  

(3) 競争入札によることが不利と認められるとき。  

2  前３条の規定にかかわらず，次の各号に掲げるいずれかの事由があると

きは，随意契約によることができる。  

(1) 契約の予定価格が少額であるとき。 

  (2) その他事業運営上特に必要があるとき。 

 

（契約書の作成） 

第8条   競争により落札者を決定したとき，又は随意契約の相手方を決定した

ときは，契約の目的，契約金額，履行期限に関する事項その他履行に関

する必要な条項を記載した契約書を作成しなければならない。ただし，

別に定める場合においては，これを省略することができる。 

 

（監督及び検査） 

第9条   工事又は製造その他についての請負契約を締結した場合は，契約の適

正な履行を確保するために必要な監督をしなければならない。 

2   前項に規定する請負契約又は物件の買入れその他の契約については，

その受ける給付の完了の確認（給付の完了前に代価の一部を支払う必要が

ある場合において行う工事若しくは製造の既済部分又は物件の既納部分

の確認を含む。）をするため，速やかに，必要な検査をしなければならな

い。  

 

（留意事項）  

第10条   連合が契約を締結するに当たっては，入札及び契約の過程，契約の内

容の透明性並びに競争の公正性を確保することにより，入札及び契約の

適正化が図られるよう努めなければならない。 

2   国（独立行政法人及び国立大学法人を含む）及び地方公共団体（地方独

立行政法人及び公立大学法人を含む）からの助成金を受けて行う事業に係

る契約については，第 5条に定める入札の原則をできる限り尊重し，第 7

条第 2項の運用基準を定めるに際して，通常の契約におけるものとは別の

基準を定めることにより，助成金の趣旨を損なわぬよう，特段の配慮をし

なければならない。 
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調達実施運用基準（案） 

 

日本地球惑星科学連合調達実施規則（以下，「規則」という。）の運用基準と

して，下記のとおり定める。 

 

（平成 25年○月○○日理事会承認） 

 

（規則第２条１項）  

１． 次の各号の契約については，事務局が事務局担当理事の決裁を経て，執

り行うことができる。 

(ア)  

 

（規則第４条２項） 

２． 競争の参加資格と必要な事項には、特に制限を設けないものとする。 

 

（規則第７条２項） 

３． 随意契約によることができる「契約の予定価格が少額であるとき」とは，

100万円以下の金額とする。但し，規則第 10条第 2項の配慮事項に基づき，

国（独立行政法人及び国立大学法人を含む）及び地方公共団体（地方独立

行政法人及び公立大学法人を含む）からの助成金を受けて行う事業に係る

契約については，その金額を 30万円以下とする。 

 

（規則第８条） 

４． 次の各号の契約については，契約書の作成を省略することができる。 

(ア)  
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国際対応・会場・値上げ課題検討会 

日時：2月 3日（日）10：00-12：00   

場所：連合事務局 

出席者：津田、川幡、木村、中村、西、ウォリス、浜野、岩上、8名 

 

Ａ．会場について 

 １．現状 

  ・幕張メッセで 18会場ｘ６日で、延べ 108会場が利用できる。 

  ・講演数は約 4000件となっており、過去 10年で約 5％/年の率で増加している。 

  ・今後講演数が増加することを想定して、会場確保を検討する必要がある。 

 

２．幕張での拡張の可能性 

  ・隣接する APAホテルには 150人収容の部屋が 10、300人用が１室ある。 

  ・幕張メッセと合わせて、約 3000万円の経費が必要である。 

 

３．横浜パシフィコ 

  ・26会場あるが、収容 60人程度の部屋(421/422, 423/424, 211/212/213等) 

   を連結して使用すると約 20会場。 

  ・ポスター会場は幕張と同等の広さが確保できる。 

   501＋502と 503室およびホワイエを使用する。 

  ・一方、展示場(3F)とポスター会場(5F)が別の階になる。 

  ・会場借料は 2516万円、設営費は 258万円で計 2764万円。 

   予算として約 3000万円を想定する。  

  ・2014年は 4月 28日ー5月 3日を仮予約した。 

   それ以降 2020年まで、連休を除き 5月は予約が難しい。 

   なお、2016年は 4月 30日ー5月 6日が予約可能。 

 

（横浜パシフィコ会場費） 

１案  4月 28日から 5月 3日の 6日間 19会場  ￥２５,３５９,３９０ 

２案  4月 28日から 5月 3日の 6日間 26会場  ￥２６,８４５,５６０ 

２'案  4月 28日から 5月 2日の 5日間 26会場 ￥２５,１６１,０４５ 

 

４．今後の方針 

  ・2014年は 4月 28日～5月 3日に横浜パシフィコで開催する。  

   日程は 5月 2日までの 5日間に短縮する可能性がある。 

  ・会員への説明理由：「会場を確保し口頭講演を増やす」、 
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   「連合大会 25周年の記念式典を催す」、「AOGS(7/28-8/1)と 

    間を空け、双方に参加しやすくする」 

  ・2015年は幕張メッセと APAホテルの併用して開催する。  

  ・2014年大会の際に、アンケート調査を行い、その結果により 

    ・１年毎に幕張と横浜で交互開催とする。 

     （2016：横浜、連休中。2017：幕張。2018、横浜、連休中。 

      2019：幕張。2020：横浜、連休以外も可能か？）  

    ・2016年以降、幕張での定常開催に戻る。 

    ・2016年は連休中だが横浜で開催し、以降、横浜に移る。 

 

Ｂ 会費・参加費について 

１．会費 

  ・原則として値上げせず、2000円を維持する。 

   AGU会員が脱会する傾向に歯止めをかける。 

  ・次項の参加費等の値上げで対応できない場合に、値上げを再検討する。 

２．投稿料 

  ・現状は早割 1500円、通常 3000円だが、いずれも 1000円ＵＰし、 

   それぞれ 2500円、4000円とする。 

  ・事前登録 11000円、当日 13000円を 15000円と 20000円にする。 

  ・学生は、現在 5500円、7000円を 8000円、12000円とする。【要確認】 

 

Ｃ ジャーナルについて 

  ・出版社として、これまで Cambridge を考えていたが、AGU-Wiley の 

   状況も鑑み、Springer も検討対象とする。 

  ・名称を再検討する。 

   Space and Geosphere - Progress in Earth and Planetary Sciences 

     略称は PEPS？ EPSと類似するがＯＫか？ 

 

以上 
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ｘｘｘｘｘｘ 

平成 25年 2月 20日 

 

内閣府宇宙政策委員会 

委員長 葛西 敬之 様 

 

日本地球惑星物理学連合 

会長 津田敏隆 

 

 

「平成２５年度宇宙開発利用に関する戦略的予算配分方針のフォローアップ（案）」に関す

る意見 

 

 内閣府宇宙政策委員会から平成 25年 1月 24日付けで開示されました「平成 25年度宇宙

開発利用に関する戦略的予算配分方針のフォローアップ（案）」は、我が国の地球観測の将

来に関する懸念すべき重大な案を含んでおりますので、当連合としての意見を表明し、そ

の再検討をお願いするものです。 

 フォローアップ案では、静止気象衛星業務を「最重要項目」、環境観測衛星のうちの温室

効果ガス観測技術衛星 GOSAT 後継機関連は「重要項目」として挙げている点は、評価さ

れるべきであると考えます。しかし一方で、これまで長年にわたり努力が払われ、重要な

成果をあげてきたその他の地球観測衛星計画について運用中のものに関しては「予算の可

能な範囲内で実施すべきもの」、今後打上げるものに関しては「事業の見直しが必要なもの」

とされ、その後の計画については言及がありません。このような方針は、以下示す理由に

より、これまで我が国が果たして来た地球環境観測への世界的貢献と基礎科学への重要な

貢献を大きく損ねる可能性が高いと考えます。 

地球惑星物理学連合学会が振興する重要な研究課題に、地球環境変動のモニタリングと、

それに基づく変動メカニズムの解明があります。短時間のうちに全地球を詳細に観測する

ことのできる地球観測衛星は、地球上に生起する様々な現象を監視するために不可欠のツ

ールとして、広範な科学的研究と様々な業務に利用されており、きわめて波及効果の高い

基幹技術であります。我が国はこれまで、その優れた科学・技術を基礎に世界に先駆けて

地球観測衛星を打ち上げてきており、その独自データが我が国と世界に役立つ成果を生み

出してきました。地球観測衛星のデータは、豪雨など極端な地球物理現象のモニタリング

や精度の高い気象予測によって自然災害を軽減するなど、実社会に大きく役立てられてい

ます。また、効率のよい漁場の選択、最適航路の選択など海洋立国に必要な基礎データを

提供しています。さらに、地球温暖化、生物多様性、越境大気汚染など地球環境問題が国

際政治の大きな争点となっている現在、日本独自の地球観測情報を持ってそれを分析し、
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世界に発信していくことが、国際交渉を優位に進め国益を護持することに直結します。 

地球観測衛星の開発は最先端の技術開発そのものであると同時に、その観測データが予

測モデルや計算機科学と一体となって現在の日本の最先端の科学を支えています。さらに、

地球観測システムは、世界のすべての構成員が広く恩恵を受けるデータを作り出すために、

長い時間をかけて様々な検討と国際分担の上に築かれて来たものであり、もしこのような

システムへの我が国の貢献が見えなくなる場合には、我が国が獲得してきた世界的な尊敬

とリーダーシップを大幅に損ねるものであります。従って、真の意味での国家戦略、国益

を考えた場合、本フォローアップ案の慎重なる再検討を要すると考えます。 
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文書番号ｘｘｘ 

平成 25年 2月 20日 

 

内閣府宇宙開発戦略室 

宇宙審議官 西元 淳哉 様 

 

日本地球惑星物理学連合学会 

会長 津田敏隆 

 

 

 

「平成２５年度宇宙開発利用に関する戦略的予算配分方針のフォローアップ（案）」に関す

る意見 

 

 内閣府宇宙政策委員会から平成 25年 1月 24日付けで開示されました「平成 25年度宇宙

開発利用に関する戦略的予算配分方針のフォローアップ（案）」は、我が国の地球観測の将

来に関する懸念すべき重大な案を含んでおりますので、当連合としての意見を表明し、そ

の再検討をお願いするものです。 

 フォローアップ案では、静止気象衛星業務を「最重要項目」、環境観測衛星のうちの温室

効果ガス観測技術衛星 GOSAT 後継機関連は「重要項目」として挙げている点は、評価さ

れるべきであると考えます。しかし一方で、これまで長年にわたり努力が払われ、重要な

成果をあげてきたその他の地球観測衛星計画について運用中のものに関しては「予算の可

能な範囲内で実施すべきもの」、今後打上げるものに関しては「事業の見直しが必要なもの」

とされ、その後の計画については言及がありません。このような方針は、以下示す理由に

より、これまで我が国が果たして来た地球環境観測への世界的貢献と基礎科学への重要な

貢献を大きく損ねる可能性が高いと考えます。 

地球惑星物理学連合学会が振興する重要な研究課題に、地球環境変動のモニタリングと、

それに基づく変動メカニズムの解明があります。短時間のうちに全地球を詳細に観測する

ことのできる地球観測衛星は、地球上に生起する様々な現象を監視するために不可欠のツ

ールとして、広範な科学的研究と様々な業務に利用されており、きわめて波及効果の高い

基幹技術であります。我が国はこれまで、その優れた科学・技術を基礎に世界に先駆けて

地球観測衛星を打ち上げてきており、その独自データが我が国と世界に役立つ成果を生み

出してきました。地球観測衛星のデータは、豪雨など極端な地球物理現象のモニタリング

や精度の高い気象予測によって自然災害を軽減するなど、実社会に大きく役立てられてい

ます。また、効率のよい漁場の選択、最適航路の選択など海洋立国に必要な基礎データを

提供しています。さらに、地球温暖化、生物多様性、越境大気汚染など地球環境問題が国
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際政治の大きな争点となっている現在、日本独自の地球観測情報を持ってそれを分析し、

世界に発信していくことが、国際交渉を優位に進め国益を護持することに直結します。 

地球観測衛星の開発は最先端の技術開発そのものであると同時に、その観測データが予

測モデルや計算機科学と一体となって現在の日本の最先端の科学を支えています。さらに、

地球観測システムは、世界のすべての構成員が広く恩恵を受けるデータを作り出すために、

長い時間をかけて様々な検討と国際分担の上に築かれて来たものであり、もしこのような

システムへの我が国の貢献が見えなくなる場合には、我が国が獲得してきた世界的な尊敬

とリーダーシップを大幅に損ねるものであります。従って、真の意味での国家戦略、国益

を考えた場合、本フォローアップ案の慎重なる再検討を要すると考えます。 
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数学アンケートについて（畠山） 

 

日本学術会議数理科学委員会からの依頼内容 

 

１．貴学協会に関連する分野で数学が役立っている事例がありましたら、その内容または 

参考となる図書や文献を（出来るだけ多く）お教え下さい。 

 

２．大学における数学教育に関してですが、どのような内容を教えるべきか、どのような 

形で教えるべきかについて、貴学協会から要望がありましたらお知らせ下さい。 

 

アンケート依頼の背景 

 

「大学教育の数学分野と理学・工学分野の連携がなされていない。（普段から交流が乏し

い）そのため、数学教員は自分の講義内容がどのように応用され使われるのかを知らない。 

教員が数学の使われ方を知り、学生が実感を持って学べる数学教育を展開したい。(学部で

のドロップアウトをなくしたい)」というものだと思います。 

 

アンケートの依頼方法 

要点を箇条書きにしてメールニュースで依頼する。 

事務局でとりまとめる？ 直接、楠岡先生に送信する？（学術会議内での雰囲気が分から

ないので、ご指示下さい。） 

 

 

回答例として気象分野を大学で教えている方からのものを提示します。 

 

Q1 気象学で数学が役立っている事例、内容、図書等は何か 

 

事例：天気予報は非線形連立偏微分方程式の数値解法を基礎としている。 

内容：微積分、線形代数、偏微分方程式、ベクトル解析、複素数論、行列、テンソル、解

析学、フーリエ級数 

 

図書：物理のための数学、和達三樹、岩波書店 

 

Q2 大学における数学教育 

 

地球科学では、地球流体力学を基本に地震波や津波などの波動方程式や弾塑性体の応用分

野を教えている。 

数学の専門家ではなく、地球科学の専門家が地球科学に必要と考えられる応用数学を教え

ている。 

 

---------------------------------------------------------------------------- 
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以下に楠岡先生と畠山のメールを掲載します。（下線は畠山による） 

 

日本地球惑星科学連合 

教育担当理事 

 畠山 正恒様 

  

大変丁寧なメールを下さり有り難うございました。 

また、アンケートに対してお考えいただき有り難うございます。 

  

私がアンケートを送りしました理由は真島先生や加古先生のおっしゃられたようなことで

すが、少し説明させていただきます。 

現在、大学で（特に１，２年の）数学教育を担当している教員の多くは数学科出身者です。 

大学においてはどうしても教育業績よりも研究業績が重視されるために、その教員の研究

分野は純粋数学であることが多く、数学の応用についてはあまり知識がないというのが実

情です。 

もちろん理系の教育を受けておりますので、自然科学において常微分方程式、偏微分方程

式により現象が記述されていることは知っております。しかし、数学教員の多くは、自身

の研究する分野がどのように応用されているかに興味がないということが多く、応用研究

を行うことにもあまり意欲を持っておりません。 

このことが、他の国に比べ日本ではあまり応用研究が育たない理由ではないかとの意見が

分科会の議論の中でありました。 

今回のアンケートに対して「我が学界では、数学は言葉と同様であり、論文誌は数式で表

現されているものが殆どです」という回答もある学会から頂きました。 

ただ、私どもが知りたいのは、微分方程式以外の手法（解析、代数、確率統計）といった

ものが使われている事例や微分方程式を使う場合でも、それをどのように用いているかを 

解説している（非専門家にもわかる）文献をご存じであれば教えて欲しいというものです。 

メールにお書きいただいた、貝の進化を探るとき、形がどのように変わってきたのかを 

数値シミュレーションを駆使して求めるという例はまさに、我々のよく知らない数学活用

の例であり、このような例を入門的な文献と共に色々と教えていただければ 

大変ありがたく存じます。 

また、気象学で方程式をどのように扱っているか、数値計算をする時にどのくらいのメッ

シュで計算しているかなど、（門外漢の言うことでトンチンカンなことを言っているかも

しれませんが）そのようなことを教えていただければ報告に書くことで、数理科学研究者

で知識を共有できるかもしれないと考えております。 

  

 また、大学１，２年生に教えている数学は、多くの大学では微積分学、線形代数が中心

で、その上で常微分方程式等を教えているということがほとんどかと思っております。 

ただ、大学によりますが、伝統的には、１９世紀以後に導入された数学の厳密な証明を 

教えることを軸とした教育が基本となっております。 

初等中等教育ではスパイラル学習という言い方だったかと思いますが何度も同じことを繰

り返し学び、演習を重ねることで身につけるということがなされておりますが 

ご存じのように大学ではそのようなことを行うほど授業時間がとれませんので、授業につ

いて行けない学生が多く発生しております。 

また、数学教育は大学３，４年の専門課程においても行われておりますが、専門に応じて

教えることが異なっているように見えます。 
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その接続を円滑に行うためにも、各分野ではどのような数学教育が望まれているかを知り

たいということが質問２の趣旨です。 

 

具体的には、線形代数の内容は、行列の一般論、行列式、逆行列、対象行列の対角化、 

ジョルダンの標準系、抽象的なベクトル空間など様々なものがあり、微積分学においても、

Taylor 展開、多変数の関数の微積分、極限の厳密な定義、陰関数定理、ラグランジェの未

定係数法、その発展としてラプラス変換、フーリエ変換、複素関数論等々があります。 

 また、議論の厳密性をどのように重視するか、 

（東大の計数工学科からは一様収束の理解が重要という意見をかって頂いたことがありま

す）などについても様々な意見があると思います。 

今回のアンケートは、各学協会の公式見解を問うものではなくその分野の研究者ならば当

然出てくる意見（複数の矛盾する意見でも結構です）を頂ければ、大変ありがたく存じま

す。 

大学のレベルを考えるのであればまずは最も高いレベルの大学での教育を想定していただ

いて結構です。 

現在の分科会で出す報告は、議論の出発点を与えるもので大学教育に対しての具体的な提

言を目指してはおりません。 

 なお、私は、確率論（及び数理ファイナンス）が専門でして、○を付けるような回答シ

ートを作って、つまらない統計をとっても仕方がないと考え、今回の形式にしたことを申

し添えておきます。（答えにくくて申し訳ないのですが） 

  

報告では、それぞれの学協会から頂いた意見を列挙するということはあると思いますが、 

具体的にそれぞれの意見をどの学協会から頂いたかということは一切書きません。 

最後にご協力頂いた学協会名をすべてあげて謝意を述べるつもりではおりますが。 

  

どうかアンケートへのご協力をよろしくお願いいたします。 

  

楠岡成雄 

数理科学委員会委員長 

  

---------------------------------------------------------------------------- 

以下は畠山の質問です。 

楠岡成雄様 

初めてご連絡申し上げます。 

日本地球惑星科学連合（JpGU）で教育担当理事をしております。畠山正恒と申します。 

所属は横浜の聖光学院中学校高等学校です。（私どもの卒業生もお世話になっており、あ

りがとうございます。） 

 

私どもの津田会長のもとに下記の数学アンケート依頼があり、１は各理事が、２は私がと

りまとめるように指示されております。 

  

>１．貴学協会に関連する分野で数学が役立っている事例がありましたら、 

>その内容または参考となる図書や文献を（出来るだけ多く）お教え下さい。 

> 

>２．大学における数学教育に関してですが、どのような内容を教えるべきか、 
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>どのような形で教えるべきかについて、 

>貴学協会から要望がありましたらお知らせ下さい。 

 

 何をどう答えて良いのか分からず、先週理数系学会教育問題連絡会（理数系学会の教育

担当者の会合）がありましたので、日本数学会の真島先生（お茶大）徳永先生（首都大）

に現在進められている参照基準や、大学生の数学基本調査との関連をたずねました。 

お二人からは参照基準などとは別に、大学の数学教員の疑問・不安として自分の教えてい

る内容が理学や工学のなかでどのように使われているか（役立っているか）が分からない

のでそれを解消したいのではないかという説明をいただきました。 

また、応用数理学会の加古先生からは、数学教員と他の理数系教員との意思疎通が図りに

くい大学もあることをお話いただきました。 

楠岡先生からのご質問の背景は、このような理解でよろしいのでしょうか。 

 

私は気象学会の教育と普及委員会のメンバーでもあり、委員会でこの質問を紹介したとこ

ろ、気象は多くの分野の数学が必要で（ほとんど全分野という声もありました）１につい

ては答えようがないとの指摘がありました。 

２についても大学のレベルやカリキュラムにより教える内容が異なるので、マトリックス

を作成して○を付けるような回答シートを作成して欲しいという声が出ました。 

例えば、線形代数であれば、初級・中級・上級のようにレベルを分け、 

それぞれ何年生のときに履修させるか／してもらいたいかを表形式で答えるような方法で

す。 

それをいろいろな学科やいろいろな大学から集めれば、最大公約数的な数学の使われ方が

見えてくるかも分かりません。 

  

JpGU の加盟学協会でも、数学が分からないと絶対無理な気象学のような分野から、古生

物学のように従来あまり数学と縁が薄かった分野まであります。しかし、貝の進化を探る

とき、形がどのように変わってきたのかを数値シミュレーションを駆使して求めるように

なってきており、古生物学に数学は必要ないという考え方は成り立ちません。 

数学の使われ方や必要度も時代ととも変化しますので回答がしにくいところです。 

また、２では、「どのような内容を教えるべきか」は学問的に必要な内容、 

「どのような形で」は学生のレベルや各大学のカリキュラムがそれぞれ背景にある質問に

なっております。 

これらを分けてお答えした方が良いと思うのですが如何でしょうか。 

お忙しいところ恐縮ですが、ご指示いただければ幸いです。 

よろしくお願い致します。 

 

 

 



JpGU男女共同参画委員会 報告 (2013.3.7) 

【男女共同参画委員会】  
 

 

1. イクメンシンポ関係 （資料 1) 

 

1) 共催・後援の承認について 

・共催：厚生労働省、(NPO法人)ファザーリングジャパン 

・後援：内閣府男女共同参画局、男女共同参画学協会連絡会 

→ 主催は、連合とすべき？ 委員会とすべき？ 

 

2) PRに関して 

・チラシを作成し、プログラムに挟む 

・メールニュース等でも PRする予定 

・委員から所属先に PRをしてもらう予定 

→ プログラムに挟む場合のチラシ提出の〆切日を教えていただきたい。 

 

3) 会場 SPECに関して確認事項  

・昨年度の話題提供者(スウェーデン在住)が、現地からスカイプもしくは TV会議等で参加したいとのこと。 

→ネット配信が技術的に可能か否かを教えていただきたい。 

 

 

2. JpGUキャリアアンケート 

 

1) 現在、第 3回アンケートを実施中 

・1000名程度の回答数、 

・昨年同様、連合大会(5月)まで実施予定 

 

2) 解析結果の報告 

・1回目については、報告が JGLに掲載された。 

・2回目については速報のみ。連合大会(2012年 5月)時にチラシとポスター掲示。Webにて掲載。 

→ 2013年大会時までに JGL、メールニュース等で結果を周知したい。現在報告を作成中 

 

 

3. 男女共同参画学協会連絡会の第 2回大規模アンケート (2012年 11月実施のもの)  （資料 2） 

 

1) 回答数の報告 

・運営委員会でのみ学協会ごとの回答数が報告された (20121226理事会で報告済み)。 

・JpGU分についてはメールニュースで報告。 

・JpGU傘下の協力学協会には、協力御礼 兼 回答数結果を報告。 

 

2) 今後の予定 

・解析WGが始動したところで、JpGUは分担協力として「任期付き職」問題を担当する。 

・3/19のWG会合+運営委員会の際に原案の打合せ。 

・2013年 10月のシンポジウムの際に結果報告が公表される予定。 

 

  



O‐04:イクメンプロジェクトと科学者のワーク・ライフ・バランス

【内容】

吉 大樹 パパを楽 もう 男性 育児参画 社会が変わ

男女共同参画委員会 （資料1）

→吉田 大樹 ：パパを楽しもう!～男性の育児参画で社会が変わる

→中井 雅之： 仕事と家庭の両立のための支援策と課題

小郷原 一智 ：若手研究者の育児と異動

宮越 昭暢： 私の子育て経験

早川 裕弌：地球科学系の学会・野外調査への子連れ参加の可能性

五味 高志 育児からの「気づき と育児 の「気づき五味 高志 ：育児からの「気づき」と育児への「気づき」
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